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は じめ に

今 日,英 語は国際補助語 として世界で広 く使用

されている。この論文では,英 国における標準英

語の概念 とその変化 についての考察を,英 語圏の

標準英語および国際補助語 としての英語 との関連

で試みる。まず,英 国における標準英語 に関 して,

1988年 教育法に指示 されている標準英語お よび

現在英国社会において認識 され,使 用 されている

標準英語の現状 を把握 し,こ の背景 として標準英

語の成立過程 を階級および地域 との関連で概観す

る。第2に,英 語圏の標準英語 として,ア メリカ

英語,iス トラリアの英語並びにニュージラン

ド英語について概観する。

第3に,国 際補助語 としての標準英語の定義お

よび(標 準英語の)言 語的解釈 としての標準語 に

ついて考察する。最後に,国 際補助語として世界

における多 くの諸 国の学校教育で教 えられ,政

治 ・経済分野においても使用されている英国の英

語から派生 した英語の現状 を概観 し,国 際補助語

としての英語の現状および将来を展望することに

より,英 国における標準英語の概念 と変化 を明確

にする。

1.英 国における標準英語

1.学 校教育における標準英語

1988年 まで イ ング ラ ン ドとウエ ル ズの ステ ー

ト ・スクール(公 立高校)に おけ る英語 の書 き言

葉 は標準 英語(StandardEnglish)で あ り,話 し

言 葉 は 標 準 英 語 を 容 認 発 音(Received

Pronunciation,略 してRP)で 話 す こ とが,慣 習 的

に 「正 しい」英 語 とされて きた。 しか しなが ら,

1988年 の教育改革 に よ り,書 き言葉 は従 来通 りの
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標準 英語 であ るが,話 し言 葉(SpokenStandard

English)はRPで な くとも,多 様 な発 音で表現 で

きるこ とにな った(DFE,P.3)。 教育令 は ステー

ト ・ス クー ル(公 立学校)に のみ適 用 され,独 立

校(私 立学校)に は適用 され ない。従 って独立校

にお ける英語 は従 来通 り標準英語 とRPで ある。

標準 英語 とは,語 彙,文 法 ・スペ リング ・句読

点 の規則 と慣 習 による英 語で あ り,他 の英語,例

えば米語 な どの形 態 と区別 される。標準 英語 にお

ける文法の特 長は,代 名詞,副 詞,形 容 詞が どの

よ うに使用 され,否 定,質 問,動 詞の 時制が いか

に形 成 されるべ きか な どを含み,他 の英 語の文法

の特 長 と識別 され る。標 準英語 は書 く英語 の形態

のみで な く,話 す英語 に も表現す る(DFE,p.3>。

つ ま り,標 準英 語 は話 し言葉 に も適用 され るが,

ア クセ ン トは,例 えば米語 の発 音で もよい とい う

ことで ある。 これは話す こ とは ス ピーチの 自然 さ

と自発性,会 話 の機 能 に関連 し,書 かれ た文 章 は

話 された もの よ り永 久的 である ために,文 章 は注

意深 く構 成 されてお り,ス ピー チ よ り即答 の依存

が少 ない とい う,話 す こ とと書 くことの形 態の違

い に よる(DFE,p.3>。

2.社 会 にお ける容認標準英 語

イ ギ リス に お い て,母(国)語 話 者(native

speaker)の 話 す英 語 に よっ て,聞 き手 は話 手 の

属 する階級,出 身地 の方 言,教 育背 景 な どが把握

で きるとい う(J.Cooper,Class,1979)。 これは,

「正 しい」英語 が容認 され た標準 英語 をRPで 話 す

とす る,英 語 の歴史 的背 景 に起 因す る。

標準英語

標準英語は社会の変化につ れて変 わる。14世



紀 頃,イ ギ リス に は北 部(Northern>,西 中部

(WestMidland),東 中部(EastMidland>,南 部

(Southern),ケ ン ト(Kentish)な どの方言 が あ

った 。14世 紀 後 半期 か ら政治 ・経 済 の中心 で

あ っ た首 都 ロ ン ドン を軸 と して使 わ れ てい た東

南部 の階 級方 言(classdialect)で あ る ロ ン ドン

英語(LondonEnglish)が 標準語 と しての地位 を

確 保 し,標 準 語 となっ た(田 中,p.153)。 特 に,

ケ ンブ リ ッジ大 学 や オ ッ クスフ ォー ド大 学 出 身

者 の 話 す 英 語 は 「容 認 標 準 英 語 」(Received

StandardEnglish),そ の 発音 はRP(Received

Pronunciation)「 容認発 音」 と呼 ばれ るが,こ れ

は全英 に 共通 の英 語 で は な い(田 中,1988,p.

X29)o

容認発音

地 方方言(regionaldialect)的 色 彩が な く,英

語 が 話 されて い る とこ ろで は どこで も広 く受 け

入 れ られ る発音 と して,イ ギ リスの音 声学 者 ダ

ニエ ル ・ジ ョー ンズ(DanielJones ,1881～1967)

が 『英 語 発 音 辞 典 』 「EnglishPronouncing

Dictionary,ユ917」 に収録 したイギ リス発 音がRP

であ る。 ジ ョー ンズ は この発 音 を南 部 出身 で パ

ブ リ ック ・ス クー ル と呼称 され る特 権 グ ルー プ

の 私 立 で教 育 を受 けた,ロ ン ドンを中心 とす る

上 流 階級 に属 す る人 々か ら採 集 し,英 語 発 音 辞

典 に収 録 した。 当初,パ ブ リ ッ ク ・ス クール発

音(PublicSchoolPronunciation,PSP)と 称 した

が,そ の 後 採 集 の条 件 や 範 囲 な ど を修 正 して,

容 認 発 音 と した 。 この 発 音 は 一 種 の 階 級 方 言

(classdialect)の 発音 で,他 の方言 よ り優 れては

い ない が,教 養 あ る人 々の発音 と して 一応 標 準

的発 音 と認 め られている(田 申,1988,p.549)。

BBC英 語

BBC(BritishBrOadcastingCorporation>「 イギ

リス放送 協 会Jは1920年 に,容 認 発音 を放 送 の

標 準英 語 と して採 用 した。容 認発 音 とBBC英 語

は一般 に同 じで あ る と見 られて い るが,BBC英

語 に も容 認 発音 に も,地 域 的,さ らに世代 に よ

る変 化が生 じてい る。

修 正標準語

「容 認標準 語」 は社 会 の変化 に伴 いrま た地 方

方 言(regionaldialect)や 社 会 方 言(social

dialect)な どの 影 響 を受 け て 「修 正 標 準 語 」

(ModifiedStandard)に 変容 してい る。標 準英語

は18世 紀末 以後 固定 化 され,そ の後標 準 英語 の

形 にほ とん ど変 化 は なか ったが,社 会状 況 で の

使 わ れ方 は 変化 し続 け た。 イギ リスで は標 準 英

語 と容 認 発音 につ い ての 古 い思 い込 み が維 持 さ

れ,学 校 と大 学 で は書 き言葉 標準 語 を扱 い,話

し言葉 の研 究 がRPの 発 音 を越 える こ とは まれで

あ る。 世 界 中で 英語 が 使 い続 け られ てい る こ と

が,英 語 教育 の分 野 にお ける イギ リス英 語 とRP

の 現代 にお け る支 え に な ってお り,こ れ は言 語

帝 国主 義 と攻 撃 されて きた(Knowles,P,192)。

しか しなが ら,主 と して メデ ィア,マ ル チ メデ

ィア,言 語 テ ク ノロ ジ ーで使 用 され る英語 の 影

響 に よって,容 認標 準語 は変化 している。

話 しこ とばの スタ イル

BBCの 初期 の放送者 は主 と して演説 と朗 読の た

め にRPを 使 用 したが,聴 衆 者 に話 しかけ る技 能

を必 要 と した ことと,放 送 は最 初か ら国際 的であ

って,英 語 を話す 世界全 体 でRP以 外 の発音 を使

って も成功 していた。 イ ングラン ドで は,ニ ュー

ス解説 以外 の放 送番組 で,ま た1960年 代 には地

方 放送 や音楽 番組 にRP以 外 の発音 が使 わ れ始 め

た。1990年 代半 ば に イ ング ラ ン ドで は放 送 に世

界 中の英語が使 用で きたが,重 要 な記録 とみ な さ

れ る番 組 で は今 日で もRPが 使 用 され て い る。

BBCの 言語顧 問で ロ ン ドン大学音声学教授 であ っ

た リロ イ ド ・ジェー ムズ(LloydJames)は,RP

の発 音の音声形態 と話す技術 を混同 したが,こ の

混 同は生 き続 けている(Knowles,p.194)。

マスメデ ィア,コ ン ピュータ,言 語 テクノロジー

ア メ リ カ映 画 に よる ア メ リカ英 語 の 影響 に続

いて,1980年 代 以 来 オー ス トラ リアの連 続 ドラ

マ の成功 に よる オー ス トラ リア英語 の影響 な ど,

商 業 的成 功 に よ る言語 の イギ リ ス英 語 へ の影 響

は著 しい。 コ ン ピュ ー タで使 用 され る言語 も言

語 テ キ ス トの 大 集積 であ る コーパ ス(Corpus)
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もアメリカ英語であ り,伝 統的 なイギリス階級

制度の威信が消失 している と同時に,RP使 用者

が人口の3%で あれば古い社会的価値 は無意味

で不適切であるとい う(Knowles,P・198)。

河ロ域英語

イ ン グラ ン ド南 東部 で は,・ア クセ ン トの性 質

が ロ ン ドンの 民衆 の話 し言 葉 か ら取 られた,河

口域英語(EstuaryEnglish)と 呼 ばれてい る新 し

い種類 の英語の発音 が認め られてい る(Knowles,

P.195)。 例 えば,waterの 【t】に代 わ る声 門 閉鎖音

の使 用 であ る。 河 口域 英語 は都市 方 言が そ の都

市 周辺 に広が る過程 と同様 で あ り,使 用 者 は そ

のア クセ ン トを維持 してRPに 移行 しない。河 口

域 英 語 は上層 階 級 に移 動 したい 若者,自 力 で 出

世 し政 府か ら利 益 を得 てい る人 々 と関連が あ る。

この 英語 を使 用 す る 人 々の層 は政治 家,大 学 関

係 者,労 働組 合 の指 導 者 と多様 で,単 一 の グル

ー プで は ない こ とは
,マ スメ デ ィアの 影響 に他

な らない。

3.英 語の歴史

1》近代標準英語

18世 紀 末 まで に は,標 準英 語 がそ の世 紀 の価

値 に よ って形 成 され,多 少 とも現代 の形 にほ ぼ

固定 した(Knowles,P.151)。

古英語(OldEnglish)ア ングル ・サ クソンの英語

ロ ーマ軍 団(43BC～410)が ブ リテ ンを去 り,

6世 紀 に イ ング ラ ン ドを征服 した ア ングル ・サ

ク ソン人の 英語 が,そ れ まで大 多数 の住 民 が 話

してい た ケ ル ト語 に取 っ て代 わ ったが,ロ ーマ

軍 団が 去 った 後数 年 間 ラ テ ン語 は 少 な くと も公

用語(officiallanguage)に 用 い られ た。787年,

デー ン人 の侵 入 と定 住 に よ り多 くの古 ノル ド語

(OldNorse)が 英 語,特 に北部方言 に借用 された。

統 一 され た イ ング ラ ン ドで,10世 紀 まで に発達

した ウエセ ックス方 言(ウ エ ス トサ クソ ン方言)

は一種 の公 的標 準書 き言 葉 とな り,「 ア ングn・

サ クソ ン年 代記 」 や 「ベ ー オ ウ ルフ」 に使 用 さ

れ た(Knowles,p.45>。

中英語(MiddleEnglish)

1066年 の ノ ル マ ン征 服 以 後,フ ラ ン ス 語

(Anglo-Norman)が イ ング ラ ン ドの 貴族 の話 し

言葉 とな り,ラ テ ン語 が主 な書 き言 葉 と して採

用 され た 。英 語 は下 層 階 級 で 話 され て い たが,

書 きこ とばの 伝統 は崩壊 し,英 語 で書 か れ た記

録 はわずか しか残 っていな い。約300年 間用 い ら

れ た フ ラ ンス語 は14世 紀 半 ば以 後次 第 に英語 に

取 って代 わ っ たが,英 語 は宗 教 ・政治 ・法律 ・

学 芸分 野,特 に法律 用 語 に借 用 され た。 この英

語 はチ ョーサ ー(GeoffreyChaucer?,1340～1400>

の英 語 に見 られる。

1385年 まで には オ ックス フ ォー ドの小 学 校教

師 の 努 力 で,イ ン グ ラ ン ドの す べ て の グ ラマ

ー ・ス ク0ル で は英語 で学 習が 行 わ れ る よ うに

な った(小 野,P.96)。 グラマ ー ・ス クール とは

古 くか ら発 達 した ラテ ン語 教育 を主 と した文法

学 校 であ った。1944年 教 育 令 に よ りステ ー ト ・

ス クール(公 立 中等学 校)に は テ クニ カ ル ・ス

クー ル,モ ダ ン ・ス クー ル並 び に グ ラマ ー ・ス

クー ルが導 入 され,小 学 校 か ら中等学 校 へ 進学

す る には11歳 で試験 を受 け て,試 験 の成 績 に

よっ て これ ら3種 の 学校 に生徒 が振 り分 け られ

た 。前 者2学 校 に対 して,グ ラマ ー ・ス クー ル

は成績 が 上位 の 生徒 が 進学 す る特 権 階 級 の ため

の伝 統 的 な公 立学 校 で あ ったが,1960年 代 に労

働 党 に よ りこの 制度 が 廃止 され,全 ての ス テ ー

ト ・ス クール は綜 合制 中等 学 校 に変 わ る こ とに

なった。

中期 英 語 に は フラ ンス語 の他 に,ラ テ ン語,

ギ リシ ャ語,オ ラ ンダ語 な どの外 国語 も借 用 さ

れ てい る。 各地 の 英語 諸 方 言 の 中で,東 南 部方

言(EastMidland)が 中英語 の標 準英語 となった

(小野,P.93>。

1476年 に キ ャ ク ス ト ン(WilliamCaxton,

1422～1491>が 導 入 した印刷機 は書 かれ たテキ ス

トの 入手 を大 幅 に可能 と し,印 刷 技 術 は ルネ ッ

サ ンス と宗 教改 革 に結 びつ い た16世 紀 の大 変動

に媒 介 の働 き を した。 この 頃 か ら学 者 は ラテ ン

語 の代 わ りに英 語 で 書 くよ うに な り,多 くの ラ

テ ン語が 英語 に借 用 され た。16世 紀 末,シ ェー

クス ピア(Shakespeare,1564～1616)の 時代 に英
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文学が栄えた。1611年 に英訳 『欽定訳誓書」が

刊行 された。 ノルマ ン征服以後 は,全 国的標準

と考え られるような英語の方言はなかったので,

中英語 は自然 な方言のバ ライエテ ィー(変 種)

の形で提示 されている。

近代標準 英語(ModernEnglish)

近 代 標準 英 語 は チ ョーサ ー の時 代 まで辿 る こ

とが で きるが,長 い間綴 り,単 語 の用 法,英 文

法 の詳 細 で一定 してい なか った。1660年,チ ャ

ー ル ズ2世 の 王政 復 古 の後 に
,言 語 を統 一 す る

こ とに 関心 が も た れ た。1712年,ス ウ ィフ ト

(JonathanSwift,1667～1745>は このた めに アカ

デ ミーの設 立 を提 案 したが 実現 せ ず,何 が標 準

英 語 に 含 ま れ る べ き か は学 者 に ま か さ れ た 。

ユ755年 の ジ ョンソ ンの辞書(SamuelJohnson,A

dictionaryoftheEnglishlanguage)は 綴 りを標準

化 し,語 の意 味 の 固定 化 に役 立 っ た。1762年 の

ラ ウ ス の 文 法 書(RobertLowth,AShort

IntroductiontoEnglishGrammar)は 英語 構i造の

説 明 と して最 も有 力 で あ っ た。 ラ ウス は 「間違

っ てい る の は言語 で はな くて習慣 で,正 しい も

の を示 す以 外 に,ま ちが っ てい る もの を指摘 す

る こ とに よって」 説 明 す る こ とが 文 法学 者 の務

めであ る と論 じた(Knowles,p.155)。

1760年 代 か ら英 語の 発音 の標 準 を定 め る こ と

へ の 関 心 が 高 ま っ た 。1791年 の ウ ォ ー カ ー

(JohnWalker>の 辞書 には音 声的 に漠然 と してい

るが標 準 的 発音 が あ り,ロ ン ドンと関係 の あ る

人 々に よ り話 され てい る とい う点 で,こ の辞 書

は最 も影 響 力 があ った 。 ウ ォー カー の考 えはヘ

ンリー ・スウ ィー ト(HenrySweet)に よっ てよ

り明確 となった。

標 準 英語 の成 文 化:ジ ョン ソン とラ ウス の辞

典,1770年 の ロバ ー ト ・ベ イカー(RobertBaker>

の慣 用 法 の 書 物 「ReflectionsontheEnglish

language」(1(owles,p.ユ51),英 語 史解釈,古 い言

語 遺 産 の 出 版,特 にTheOxfordEnglish

Dictionaryに よる英 語の歴 史的集 成 は,標 準英 語

の成文化 に寄与 した(Knowles ,p」74)。

英 語 の 「正 しさ」 はス コ ッ トラ ン ド,ア イ ル

ラ ン ド,独 立 した ア メ リカ で も,少 な くと もイ

ング ラ ン ドと同 じ位 求 め られ た(Kowles,P.

工56)。 共通 標準 語 の使 用 は社 会的 に見れ ば結合

力 が あ り,最 悪 の場 合 で も中立 的で あ る 「標準

的」(standard)を 「正 しい」(correct)と 混 同 し

た こ とで新 しい種 類 の 標準,す な わ ち一般 に達

成 で きない容 認可 能(acceptability)な 標 準 を作

りだ した 。 そ の結 果,人 々 の読 み 書 きの技 能,

英 語力,社 会階級,知 能 まで も,慣 用 法の しき

た りに一 致 す る程 度 に よっ て計 られ る よ うにな

った(Kowles,158)。 近代標 準英語 は古 英語 の1

方 言 か ら出 たの で は な く,ま ず 北部,西 部 お よ

びケ ン ト方言 の形 が 豊 富 に混 じっ た イー ス ト ・

ミッ ドラン ド方言 か ら出 ている(Kowles,p.14)。

標 準発音

標 準発 音 の発 達 は,英 語 全 体 につ い て は ス ウ

ィフ ト(JonathanSwift,1667～1745)か ら始 ま り,

特 に 発 音 に つ い て は シ ェ リ ダ ン(Thomas

Sheridan)か ら始 まる。 ス ウ ィー トは彼 自身の話

し言 葉 を記 述 して,そ れ を階 級 方 言 とい っ た

(Knowles,p.184)。 発音 の新 しい標 準 は,音 声学

の 情報 源 を利 用 して大 衆 には と うてい 到達 で き

な い よ う な 仕 方 で 正 しい 発 音 を 定 義 し た

(Knowles,p.183)。1930初 期 までに,イ ギ リスの

音 声学 者 たち は英語 の標準 化 され た部 分 に発 音

を加 えてい た(Knowles,p.1$6)。

標 準発 音 が 詳細 に記述 され た の は,今 世 紀 に

なっ てか らダニエ ル ・ジ ョー ンズのRP「 容 認 英

語 」 で,こ れ は学 校 教 育(ス テ ー ト ・ス クール

で は1988年 まで)で 使用 され,1920年 代 に放 送

の ための標 準 と してBBCに よって採 用 された。

2)階 級 ・地域の英語

上流知識階級の言語

チャールズ2世 の王政復古か らアンの死 まで

の時代 は,英 語の標準化において重要な過渡期

であった。英語の 「正 しさ」に対する信仰は言

語 を統一 しようとす る意識的努力 に刺激 を与え

た。18世 紀宋 までには標準書 き言葉英語の形は

ほぼ現代の形 に固定 していた。ユ4世紀以来,社

会的勢力 とテクノロジーの結合 は全国民が同 じ

書 き言葉 を採用す ることを保証 し,1660年 以後
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の1世 紀の間に英語の標準化は北ウェールズであ

れ,教 会の庶務係であれ,遠 近,職 業の種類 に

拘 わ らず進展 したが,こ れは権威主義の押 し付

けと言える。1660年 以前には英語に対す る態度

は,あ らゆる社会階級 と背景の人々に共有 され,

反対 され,そ の分割 は垂直的であった。 しか し

1660年 以後は,英 語の純粋 な形 を確保 して固定

する必要について諸政党は同 じ信念 を共有 し,言

語における分割は社会的に優れていると考えられ

る人々と,劣 っているとみなされる人々の間の水

平的なものになった(Kowles,pp。147145)。

クイー ンズ ・イング リッシュ

クイ ー ンズ ・イ ング リ ッシ ュは,イ ング ラ ン

ド南 部 の教 養 あ る 人 々の 間 で話 され る標 準 的 な

正 しい英語 とされて い る。1860年 以 後,正 し く

な い英 語 を労働 者 階級 の英語 とす る こ とが多 く

な り,教 育 あ る人 の慣 用 法 が 中産 階級 の英 語 と

同 一視 され て,こ れが 国民 に とって 自然 な標 準

英語 と断言 され,さ らに王族 の地位 に まで高 め

ら れ た 。1864年 に ヘ ン リ ー ・ア ル フ ォー ド

(HenryAlford)は 彼 の 著 書 「TheQueen's

English」 で,「 クイー ンズ ・イ ングリ ッシュ は初

期 の居 住 者 の よ うなで こぼ こ道 を長 い年 月 をか

けて平 らに し,固 め,広 げ る こ とに努 力 し,こ

の 帝 国の 国土 の思 想 とス ピーチの 偉大 なハ イ ウ

エ イ とな った」 と,英 語 の進 歩 をハ イウ ェ イに

例 えてい る(Knowles,p.187)。

ブルジョワの英語

エ リザベ スの時代 には,宮 廷の用法が英語全

体のモデルとして主張 された。標準語 を確かめ

るこ とは基本的 に中産階級の仕事 になった。19

世紀か ら大衆教育が導入される までの200年 間,

発展 中の大都市圏 に住 むふつ うの人々は,中 産

階級 の標準英語 を使 うようにはなっていなかっ

た。(Kowles,p.149)

労働者 階級の英語

19世 紀 後期 か ら,は っ き りと悪 い,正 し くな

い英 語 とい わ れ る もの と,教 育 の失 敗 とが 結 び

つ け られ る よ うにな った 。1920年 まで には,労

働 者 階級 に は重 大 な 言語 欠 陥が あ る とい う こ と

が主 張 され,労 働 者 の英 語 の用 法 は正 し くな い

とされた(Knowles,p.180)。

首都ロン ドンの英語

ロン ドン英語 は宮廷 で使用 される言語 で,ロ

ン ドンに住む一般 の人 々が使用する英語 とは著

しく違 っていた。18世 紀 まで'には,ロ ンドン英

語 は英語の発達 において長期間確立 した支配的

役割 を持 っていた。書 き言葉の場合,ロ ン ドン

英語 と標準語を区別す る必 要はない。話 し言葉

としての英語が威信 をもつにつれて,ロ ン ドン

英語 は国内の他の地方の話 し言葉に影響 を与え

始めた(Kowles,p.158)。

地方の英語

18世 紀以前 は,英 語 を話す人々の大多数 は,

初期 アングロ ・サ クソン定住者の方言か ら発達

した地元の田舎方言 を話 してい た。18世 紀 にな

ると,都 市の急速 な発展 によ り田舎か らの新来

者は多種多様な方言 を話 していたが,そ の相違

は失 われ都市では田舎 と関係のある独 自の等質

的方言である リバ プール,ラ ンカシャーなどの

都市方言が発達 した。社会的 ・技術的変化,交

通手段 などで,新 しい流行 を含むロン ドン英語

が地方都市に,さ らに地方都市方言が双方 に影

響 しあった。 どの都市で もロ ンドン英語 は労働

者階級 よ り中産階級で採用 された。 人々の話 し

方 を統制 しようとい う意識的な試み と18世 紀の

支配的な考 えによ り,地 域 的方言はロ ン ドンの

純粋 な英語の堕落 と解釈 された。

3)英 国におけるイングラン ド以外の英語

英語が イングラン ド以外 に広が り始めた頃に

は,印 刷技術 により書 き言葉はすでに現代 の標

準語 に近づ いていた。話 し言葉の場合,そ の普

及に必要な技術がまだな く,ロ ン ドン英語の影

響は イングラ ンド国内です ら上流階級 に限 られ

ていた。その結果,元 植民地の最初の定住者が

話 していた英語か ら,多 くの権威 ある英語のバ

ラエティが発達 した。
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スコ ッ トラ ン ドの英 語

ス コ ッ トラ ン ドの英語,Inglis,後 にScotsは,

中世 に記 録 の 言 語 と して ラ テ ン語 を使 用 し,

1295年 の古 い同盟(AuldAlliance)の 影響 によっ

て,イ ング ラ ン ドと同 じ種 類 だが 異 な る形 の フ

ラ ンス語 を借 用 した点 で,イ ング ラ ン ド英語 と

異 な る。 ス コ ッ トラ ン ド英 語 は,14世 紀 後期,

イ ン グラ ン ドとほぼ 同 じ時期 に,書 き言 葉 と し

て`ScottishChaucerians'に よっ て文学語 と し

て使 わ れ,16世 紀 まで には,英 語 と平行 して書

き言葉 と して発達 して いた。

ス コ ッ トラ ン ド英 語 は印刷 技 術 が遅 れ て い た

ため に ロ ン ドン英 語 に比 肩 で きず,読 み 書 き能

力 の普 及 に影 響 力 の あ っ た訳 聖 書 「ジュ ネー ブ

聖書 」 は,し たが って ロ ン ドン英 語 で書 か れ て

い た。1603年 ジ ェイム ズ6世 が ジェイムズ1世 と

して ロ ン ドンに移 って か ら,ス コ ッ トラ ン ド英

語 の威信 は衰 え,ス コ ッ トラ ン ド英 語 は17世 紀

の 間 に ス コ ッ トラ ン ド紳 士 階級 の 書 き言 葉 に加

え,話 し言 葉 もイ ング ラ ン ド化 され た。1707年

の連 合 法 まで,ロ ン ドン英 語が グ レー ト ・ブ リ

テ ンの 公 用 語 と して使 わ れ た 。18世 紀,特 に

1x60年 以後,ス コ ッ トラ ン ド英 語 の話 し言 葉 と

書 き言 葉 にお け る誤 り,ア クセ ン トや発 音 に堕

落 した方 言が指摘 されてい る(Kowles,pp.162-

163)a

ス コ ッ トラ ン ド方言 は ご く一 部 の地 域 で 話 さ

れて い る にす ぎず,大 半 の 地域 で は英 語 の ス コ

ッ トラン ド方言(Scottishdialect)が 話 され てお

り,公 用 語 と して は`Queen'sEnglish'が 使 用 さ

れ ている(小 野,p.338>。 ス コ ッ トラ ン ドにお い

て,国 際 的流 布 の 目的 の文 書 は ロ ン ドン英 語 の

方 向 に変 化 して い るが,ス コ ッ トラ ン ドで は ス

コ ッ トラ ン ド英 語 の形 の 文 書 の割 合 が高 い(小

野,p.164)。RPの 影響 は グラ ス ゴーの ケル ヴ ィ

ンサ イ ド(Kelvinside)と エ デ ィ ンバ ラのモ ーニ

ングサ イ ド(Morningside)の 気取 った アクセ ン

トの特 徴 に見 られるが(小 野,p.164),RPの 採

用 に までは到 ってい ない。

ア イルラ ン ドの英語

ダブ リン周 辺 の古 い ノル ド人定 住 地Tペ イル

(Pale)に ア ングロ ・ノルマ ン人 が定 住 した12世

紀 か ら,土 地言 葉 と して の ア イル ラ ン ド語 が 発

達 した。 イ ング ラ ン ドと同様 に,14世 紀 半 まで

は ラテ ン語 とフ ラ ンス語 が イギ リス人 の行 政 の

言語 で あ っ た。1366年 の キ ル ケニ法 は英語 の 地

位 を守 る 目的で,ア イ ルラ ン ド語 の 使用 に反 対

した。古 い方言 の残 りは19世 紀 まで辿 る こ とが

で きるが,英 語使用 は次第 に衰 えた。

今 日ア イル ラ ン ドで使 われ てい る英語 は,ペ

イ ルの 中 世 の英語 に由来 す る もの で はな く,16

～17世 紀 に イギ リス政府 の政 策 と して移住 を奨

励 され た,イ ングラ ン ドとス コ ッ トラ ン ドか ら

来 た定 住 者 が導 入 した。 ア イル ラ ン ド語 の 書 き

言 葉 は,常 に イ ング ラ ン ドの英 語 とほ とん ど区

別 で きなか っ た。 イ ングラ ン ド各地 か ら来 た定

住 者 は,多 様 な話 し言葉 のバ ラ イエ テ ィを もた

ら し,そ れ が今 で もア イル ラ ン ドの 様 々 な地方

の 言葉 の 特徴 をな してい るが,も との言 語 か ら

比 較 的均 質 な方 言 が 出現 した。 ア ル ス ター北 部

で 話 され るア ルス ター ・ス コ ッッは,ス コ ッ ト

ラ ン ドか らの定 住 者 の話 し言 葉 を今 で も反 映 し

てい る。 これ よ り南,例 えばベ ル フ ァス トで は,

イ ン グラ ン ド北 部 の影響 が 見 られ,エ リザ ベ ス

朝英語 が特 徴 である(Kowles,p、164)。

ア イ ル ラ ン ド語 の使 用 は,ア イ ル ラ ン ドが

1800年 の連 合法 に よ り編 入 され,そ の後 イギ リ

ス政府 へ の 反抗 と して急 激 に衰 え た。 ア イル ラ

ン ド共 和 国 の独 立 の時 には,英 語 はす で に支 配

的 言語 で あ っ た。 共和 国 は ダブ リ ンの教 育 の あ

る人 々の 話 し言 葉 に基づ い た話 し言 葉英 語 と し

て独 自の 英語 を発 達 させ たが,そ れは イ ング ラ

ン ドで確 立 され つつ あ った容認 英 語(RP)と は

異 なる。

イギ リスで は300以 上の方言が 分類 されて いる

(田 中,1994,p.156)。
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五 英語圏の標準英語

英語を母国語 とする国では,イ ギ リス英語か
　

らその土地の言語変種の威信が増 した。

1}ア メ リカの英語1

英 語 は最初,1497年 ジ ョン ・キ ャボ ッ トによ

っ てア メ リカの ニ ュ ー フ ァ ン ドラ ン ドに もた ら

され た。 最初 の 入植 者 は主 と して イギ リスの イ

ー ス ト ・ミ ッ ドラ ン ド地域 か らであ っ たの で ,

方言 混合 は比較 的均 質的 な言 語 で あ った 。 これ

が ア メ リカの話 し言葉 に ほ とん ど地 理 的 ・社 会

的方 言 の言 語 変種 が な い理 由 であ り,ま た 入植

者 の英 語が イ ング ラ ン ドで優 勢 で あ った こ とか

ち,ア メ リカ英 語 が 「よい」 英 語 で あ る証拠 と

解 され た。 ア メ リカ英 語 が 「純粋 」(purity)で

あ る とい う最初 の主張 は1724年 であ り,Cassidy

(1982,187)は 独 立後 ア メ リカ英 語 はイ ングラ ン

ドの英 語 よ り優 れ てい る と主 張 した。例 えば ノ

ア ・ウエ ブ スター(NoahWebster,P,166)は ア

メ リ カ英 語 は世界 で最 も純粋 で,言 語変 種 が少

な く,言 語 の画 一 は政 治 調和 に重 要で あ る,と

述 べ て い る。 しか しなが ら,ア メ リカの急 進 的

思 想 家 は イギ リ ス英 語 の権 威 に挑 戦 しなが ら,

イギ リス人 の言 語 の 「正 しさ」 の 問題 に対 す る

態度 を当然 と考 えて いた。

ア メ リカ英 語 の 言語 的 独 立 は,例 えば語 彙 の

綴 り字 改 革 でhonourな どの 語 は【u】を落 と して

honorと シ ンプル化 した り,新 しい語彙 を用 いた。

発 音 では,単 語 の 綴 りの 国 が 母音 の 後 に出 る と

き,発 音 され るか ど うかで あ る。 例 えば,park

が 【park】となるか,【pa:k】 となるか の違 いで あ る。

'[r】を発 音す るの は中西 部 方言
,し ない の は南部

方 言 と東 部 方言 で あ る。南 部 方言 は母音 を鼻 に

か けて国 を引 き延 ばす。 東部 方 言 は 口 を閉 じか

げんの 中間の音 であ る(田 中,1994,p.239)。

ア メ リカに は 日本 の よ うな標準 語 が ない。 中

西部 の方言 でGeneralAmerican(一 般米語)と い

うこ とばが よ く使 われ る。 開拓 者 が 東海 岸 か ら

西 部へ 移 動 した よ うに,い くつ か の方言 も東 か

ら西 への流 れを示 してい る(田 中,p.156,1994)。

更 に,ア メ リカ英 語 に はあ ま り地 域 差 が ない 。

住 民 が世 代 か ら世 代へ とたえず 移 動 して,言 葉

の混 合 が あ った か らで あ る。 ア メ リカに は大 ま

か に発 音 に よ って3つ の変 種,す なわ ち方言 を

区 別で きる。 これ らを区別 して い るの は発 音 の

違 い であ る。 ニ ュ ー イ ング ラ ン ドの話 しぶ りは

イ ギ リ ス 英 語 に 近 く,南 部 の ア メ リ カ 語 は

「drawl」 と呼 ばれ る音節 を引 き延 ばすのが特 徴で

あ る。(Mosse,Fernand,p.236)ア メリカの方言

は大 まか に北東 部 ボ ス トン を中心 とす る東 部方

言,バ ー ジニ アか らテ キサ スにか か る南 東 部 の

南 部 方言,中 部 一 帯 か ら西 部 に広 が る中西 部 方

言 に区分 される。

ア メ リカの方 言 には地 域 方言 と社 会 階級 が結

びつ い て い ない。 標 準語 が な く,多 民族 と多 言

語 が 混 じり合 って きた の で,標 準 語 に直す こ と

もな く,地 域 方言 をあ るが ま まに受 け入 れ る寛

容 な態 度 が あ る。 ジ ョ ンソ ン元大 統 領 は南 部 方

言,ケ ネデ ィ元 大統 領 は東 部 方 言,フ ォー ド元

大統 領 は中西 部方言 を示 していた(田 中,p.156,

1994}0

2}オ ース トラ リアの英語

オー ス トラ リア大陸 はイギ リスの航 海探 検家 ジ

ェームズ ・ク ック(JamesCook,1728～1779)に よ

っ て1770年 に探 検 され英領 となった。1788年 イ

ギ リスの 囚人流刑 地 として第1回 の移住者 はシ ド

ニー(Sydney)付 近 に定住 した。1901年 に6州 か

ら成 る連 邦 を形 成 し,1929年 英 連邦 自治領(the

Dominion)と な り,1931年 に イギ リス連 邦(the

BritishCommonwealthofNation)に 加 入 した。

1868年 に流刑 が終了 す るまで168,000人 の囚人

が 送 り込 まれ,彼 らの イギ リス各地 の 地 方方 言

が 入 っ て きた。 オー ス トラ リア英語 に は イ ング

ラ ン ド,ス コ ッ トラ ン ド,ア イ ル ラ ン ドな どの

方 言 が多 く,こ れに 含 まれ る か な りの数 の 原住

民 の単語の 多 くは動植物 名であ る(小 野,p.342)。

オー ス トラ リア英 語1り発音 は,そ の 母 音組 織 に

よって,ロ ン ドンの方 言(cockney)の 話 し方 を

連想 させ る。

3}ニ ュージラ ン ド英語

ヨー ロ ッパ の捕 鯨 者 と貿 易 業者 が1790年 に二

7



ユー ジラ ン ドに定 住 し始 め,キ リ ス ト教宣 教 師

が1814年 頃か らマ オ リ族(Maori)に 宣教 を始 め

た。 ニ ュ ー ジラ ン ドは1840年 にマ オ リ族 と イギ

リス君主 との条 約(TreatyofWaitangi)に よ りイ

ギ リスの 植民 地 となっ た。 ヨー ロ ッパ か らの 移

民 が急 激 に増 加 し,ニ ュ ー ジラ ン ドの ア クセ ン

トの 出現 が顕 著 にな っ た。 多 くの 人 々の英 語 に

明確 な イギ リス英語 の影 響 が見 られ る一方,明

確 なニ ュー ジー ラ ン ドの発音 の使 用 とニ ュ ー ジ

ー ラ ン ド英語 にマ オ リの語彙 の増 加 が 見 られ る

(Crystal,p.35)

皿 国際補助語としての標準英語

1.標 準英語の定義

ウエブ ス ター(Noah,Webster,1758w1843)は

標準英語 の定義 と して下記 の4点 を挙 げてい る。

1)学 校 で教 え られ る英語 であ る。

2)全 国 的 に社 会 共通 に用 い られ,言 葉使 いが

正用 法(reputable)の 英語 である。

慣 用 法(正 用法 とも訳 され る)と は一 般 的

に,音 声,言 語,文 字 言語 の双方 にに関 して,

その言 語社 会(speechcommunity)で 通常 用

い られ て い る諸形 式 を指 すが,あ い まい さを

もつ言語 であ る(田 中,1988,p.705)。 例 えば,

他 人 の不 正 確 な言語 を扱 っ た書物 は文法 と語

彙 の 問題 を発 音,綴 り,句 読 法,文 体 と もご

た まぜ にす る傾 向が あ り,こ の言 語 的 ごた ま

ぜが慣用 法 であ る(Knowles,p.156)。

3)ス ペ リ ング(speUing),文 法(grammar),

発音(pronunciation),語 彙(vocabulary)に

関 して実 質上 画一 的で あ るが 地域差(regiOnal

differences)を 無視せ ず,教 養 あ る人 々の公 式,

非公 式 の ス ピーチ(speech)お よおび 文書 に

お け る慣 用法(usage)で 適切 に確 立 され た英

語 で,英 語 が話 され,理 解 され る と ころ は ど

こで あ ろ う と も容 認 され,広 く認 め られた 英

語であ る。

4)一 般 的 な英語 の辞書 にあるすべ ての語 句 が,

俗 語(slang),な ま り(dial),廃 語(obs),生

活史(bio1),ス コ ッ トラン ド英語(Scot),な

どの レ ッテ ル,表 示,符 号(1abel)で 限定 さ

れてい ない英語 であ る。(Webster'sThud)。

しか しなが ら,上 述 の3)で ウ ェブ スターの標

準英語 の定義の発音 が画一で ある とす る標準英

語の概念 につ いて,ク ァーク(Quirk,P・37)は

発音 は変幻 自在 に多様 であ り,個 人個 人で も異

な り,完 壁 に画一 な発 音 に達す る ことは困難 で

あ るか ら,少 な くとも適用 されないと してい る。

2.標 準語

言語 変 種(Variety)と はあ る言 語社 会 にお い

て,音 声 ・語 彙 ・文 法 面 で他 と区別 で きる特 徴

を持 つ 一組 の 言語 形 態 をい う。 したが っ て,言

語 変種 は,判 断 や感情 を想起 させ ない 中立 的 ・

客観 的 な用 語 で,あ る言語 の標 準 語 や方 言,ピ

ジ ン(Pidgin)・ ク レオ ー ル(Creole)・ 古典

語 ・人工語(Artificiallanguage)・ 形 式文体 ・非

形式 文 体 ・専 門語 ・学 生用 語 な どの いつ れ を さ

す こ ともで きる(田 中,1988,p.708)。 標準変種

は 標 準 方 言(standarddialect),標 準 言 語

(standardlanguage)誘 票準(standard>を 意味 し,

標準 語 は本来 は特定 の 方言 であ る(田 中,1988,p.

25)。 標準 語 は一般 に方 言 に対 す る と考 え られ,

そ の 国の 政治 ・経 済 ・文 化の 中心 地 で使 われ る

標準語 は言語変種 であ るこ とが 多い。

標 準 語 は あ る 国 に お い て,あ る地 方 の 方 言

(direct)が,い ろ い ろな力 関 係 で勢 力 を もち,

全 国的 に普及 し,全 国 的 に用 い られ,洗 練 され

た規 範 的 な もの と して広 く認 め られ る言 語 で,

全 国的共通 語(CommonLanguage)と なる こ と

が 多 い。フ ラ ンス語 や イ タ リア語 な どは,ア カ

デ ミーが,発 音 ・語 彙 ・語 法 ・借 用 語(Loan

Word)な どに関す る詳細 な基準 を制定 して,国

(家)語 と して の 標 準 語 を勧 告 して い る(田

中,1988,p,630)。 イングラ ン ドとウエ ル ズの場合,

ステ ー ト ・ス クー ルに お ける標 準 英語 に関 す る

基準 を1988年 教 育令 で指 示 してい る。 日本語 の

場 合,国 で制定 され た標 準 語 は な く,全 国 に普

及 した共通語(CommonLanguage)と 考 え られ

る。

標 準 語 は,主 に 書 き言 葉 と して 法 令 ・公 文
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書 ・教科書 ・新聞などに用い られるが,ラ ジオ

やテ レビのニュース,公 式の場 における講演 な

どにおいて も使われ,い わゆる 「正 しい」 また

は 「よい」言語 と考 えられている。標準語はあ

る地域が政治 ・経済 ・文化的に優勢 になったた

めに,た またまその地域で話 される変種が他の

変種 よ りも優勢 となって規範化 されるので,社

会の変化 につれて標準語 も変わることがある。

織へ と移 り始めた。 イギリスの軍隊の植民地か

らの撤退 と植民地の独立 につれて,英 語の権利

は超大国のアメリカ英語 とな り,コ ミュニケー

シ ョン ・テ クノロジーは国際語の必要 を作 り出

し,国 際語 としての英語の地位 を維持 し,高 め

た。英語使用者の多 くは英語の母語使用者では

ない。英語は今や標準 イギ リス英語か ら,世 界

の英語に代わ りつつある。

3.英 語圏の標準英語

すべ ての英語 圏 の標 準変 種(Variety)を 包括

した総 称 と して,時 お り標 準 英 語(Standard

English)が 用 い られる。 英語 圏の標 準変 種 と し

て,例 えば,イ ギ リス英語 の標 準 変種 は標準 イ

ギ リス英 語(StandardBritishEnglish),ア メ リ

カ英 語の標準 変種 は標準 アメ リカ英語(Standard

AmericanEnglish),オ ー ス トラ リア英語 の標準

変 種 は 標 準 オ ー ス トラ リ ア英 語(Standard

AustralianEnglish)と 呼ばれ る。

標 準 変種 は国の どの地 域 で話 され るか に よっ

て,例 えば標 準 イギ リ ス英 語 は標 準 イ ングラ ン

ド英語,標 準 ス コ ッ トラ ン ド英 語 な どの ように,

各地 域 に特 有 の標準 的 な話 し方が 見 られ る。 ア

メ リカ標 準 英語 につ い て も,東 部方 言,中 西 部

方言,南 部 方 言 な ど,そ れ ぞ れの地 域 にお け る

各地 域 に特 有 の標 準 的 な話 し方が 見 られ る。 中

西部方言 がGeneralAmerican(一 般英語)と して,

放送 に よ く使 われる(田 中,1988,p.156)。

イギ リスの 容認 発 音 が 階級 方言 で あ るの に対

して,ア メ リカの容 認 発 音 とい うべ き もの は,

中西 部 を中心 とす る地 方 方言 で あ る。 英語 圏 の

英語,例 え ば標 準 ア メ リカ英 語 は標 準 イギ リス

英語 の方言 であ る とされてい る(Svejcer,p.15)。

4.国 際 補 助 語(lntemationalAuxiliaryLanguage)

英語の権利

1945年 後の イギ リスの勢力衰退 と世界的規模

のコミュニケー ション ・テクノロジーの発達 に

より,英 語の変化に影響 を及ぼす力が,イ ギ リ

スの威信あ るグループか ら国境 を越 えた商業組

英語話者の増加

ゲルマ ン方言か ら発展 した英語は,今 や一つ

の世界語であ り,2億 の英語話者の母語であ り,

他の何万 とい う人々か ら読 まれ,話 され,学 ば

れている。 この世界的な拡大はすでに完成 した

言語 となっていた19世 紀 に始 まっている。発音

と綴字がほぼ同 じで,多 くの特有語法の言い ま

わ しも可能で,き わめて柔軟で,絶 えず新 しい

寄与 によ り富 んでい く媒介であ り,第1流 の文

学の伝達手段,芸 術家の言語,実 務 や現代技術

の言語,外 交用語である英語 は,20世 紀半ばに

その頂点に達 してお り,国 際補助語に公式にな

れる見込みがある(Mosse,p.240)。 しか し,こ

れはイギ リスだけの言語(イ ギ リスの容認標準

語 ・容認発音が優勢標準変種)で はな くなって

いる。

ウェブス ターの 「標準英語」の定義によると,

どこで話 される英語で もその地域の標準英語が

認 め られることになる。世界の多数の国々の学

校教育 に 「標準英語」が導 入されている。 この

「標準英語」は,国 際語,世 界語,グ ローバルー吉

語 などと呼ばれ,国 際補助語 として認め られて

きている。

未来 の英語

英語 は今 世紀 の 間 に,大 英帝 国 の言 語 か ら国

際 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 言 語 に変 わ った 。

古 い コ ンテ クス トで は完 全 に良 識 的 と思 わ れ た

信 念 が,す で に奇妙 で 時代 遅 れ に 見 え て い る。

英語 を支 配 す るの は英語 の ネー テ ィブ ・ス ピー

カーで は な く,東 ア ジア の言語 ネー テ ィブ ・ス

ピー カー で あ ろ う と予 測 で きる(Knowles,P.

200)o
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今後,国 際補助語 としての英語の役割が ます

ます増大 してい くにつれて,共 通語 と しての英

語の姿 も変化 してい くと考 えられる。標準語は

社会の変化 につれて,更 に地方方言や社会方言

な どの影響 を受 けて変容 し,「容認標準語」 も

「修正標準語」 ともいうべ き流動的なものになっ

ている(田 中,1988,p.630>。

おわりに

英国における標準英語は英国特有の書 き言葉

お よび発音であ り,文 法,語 彙,意 味,発 音,

特に標準発音 はRP(容 認発音)は 他の英語圏の

それと異なる。更に,標 準英語の成立過程か ら,

英国の標準英語 は一一般の人々が使用 している英

語ではな く,特 有な階級の英語である点で も他

の英語圏の標準語 とは異なる。

この標準英語は学校で教 えられ,社 会で も容

認 されてお り,専 門職 においては不可欠な条件

である。 しか しなが ら,1988年 教育法 によ り,

学校教育(公 立学校)に おける標準英語の発音

がRPで な くとも他の英語圏の標準発音でよい,

となったこ と,お よび英 国内における社会の変

化 と国際補助語 としての英語の使用が世界で増

大 した ことによって,英 国標準英語は大 き く変

化 している。

学 校で使 用 され る英語 と して,主 として上

流 ・中流階級の子女が就学する独立学校では従

来通 りRPが 教えられているが,労 働者階級の子

女が多 く就学するステー ト・スクールでは,標

準容認発音であるRPは 明 らかに減少 してい くで

あろう。

社会において,BBC放 送では労働者が使用す

る英語,地 方の英語,英 国以外の英語圏の英語,

外国人が使用す る英語など標準英語やRP以 外の

英語 も特定 の番組 に使用 し始 めてい る。他方,

言語 テクノロジー,コ ンピューター,国 際的 な

商業 に関する英語が標準英語 に影響 を与 えてい

る。更に,イ ングラ ン ド東南部でロン ドン民衆

の話 ことばを取 り入れた,多 層 の人々によって

使用され初めている河口域英語が出現 している。

近代標 準英語の成立 を歴史的に概観 する と,

そ れ は6世 紀,ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 人 の英 語

(古英語)に 始 ま り,18世 紀 末 まで に形成 された。

1385年 までに グラマ ー ・ス クール では英 語(中

英 語 〉 に よる学 習 が取 り入 れ られ た。 言語 統 一一

へ の関心 は1660年 頃 か ら,発 音 へ の関心 は1760

頃 か ら始 まった。1930初 期 まで に,英 語 の標準

化 され た部分 に発音 が 加 え られ た。標 準 発 音 が

詳細 に記 述 され たの は,今 世紀 に な って か らパ

ブ リ ック ・ス クー ルの 発音 をモ デ ル と して ダニ

エ ル ・ジ ョー ンズ(DanielJones)に よるRP「 容

認英 語」 であ っ た。RPは 学 校(ス テー ト ・ス ク

ー ルで は1988年 まで)で 使 用 され
,1920年 代 に

BBC放 送 に採用 された。

イギ リスで は300以 上 の方 言 が分 類 され てお

り,標 準 英 語 は東 南 部 の方 言 であ り,階 級 方 言

で もあ る。 現 在の 標準 英 語 に到 る階級 と地域 に

よ り異 な る英語 につ い て概観 してみ る。 ク イ ン

ズ ・イ ング リ ッシュ は イ ングラ ン ド南 部 の教 養

あ る人 々が 話す 標準 的 な正 しい 英語 とされ てい

る。18世 紀以 降,教 育 あ る人 々の慣 用 法 が 中産

階 級 の英 語 と同一視 され て標 準 語 と して,王 族

の 地位 に高 め られ た。 ロ ン ドン英 語 は宮 廷 で使

用 され る こ とばで,18世 紀 まで支 配 的役割 を持

って い て,話 しこ とばの発 達 と共 に地 方 に影響

を与 え始 めた 。1707年 まで ロ ン ドン英語 がGB

(大 英帝 国)の 公用語 で あ った。他 方,労 働 者階

級 の人 々が使 用 す る英語 は,1920年 頃 には正 し

くない英 語 とされた。

地 方 の英 語 に関 して,ア ング ロ ・サ ク ソン英

語 の方 言,都 市方 言 が発 達 し,ロ ン ドン英 語 と

影響 しあ っ た。 ロ ン ドン英 語 は 中産 階級 に採 用

され,地 方方 言 は ロ ン ドンの純 粋 な英 語 の 堕落

と解 釈 され た。 ブ ル ジ ョワの英 語 と してエ リザ

ベ スの 時代 には ,宮 廷 の用 法が 英 語 全体 の モ デ

ル と して主張 され た。

ス コ ッ トラ ン ドに おい て は,イ ング ラ ン ド英

語 と同種 の ス コ ッ トラ ン ド英 語 は17世 紀 に イ ン

グラ ン ド化 され た。 現 在,ス コ ッ トラ ン ド方 言

は一 地域 で使 用 され,大 半 の地 域 で は英語 の ス

コ ッ トラ ン ド方 言が 使 用 され てい る。 公用 語 に

は ク イ ンー ズ ・イ ング リ ッシ ュ,国 際 的流 布 と

しては ロ ン ドン英語が使 用 されてお り,RPは2,
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3の 地 域 で使 用 されて い る。 ア イルラ ン ドにお

いて は,ア ング ロ ・ノル マ ン入が ペ イル に定 着

した12世 紀 か ら発達 した アイ ルラ ン ド英語(ペ

イル 中世 英 語)は 衰 え,英 語 は イ ング ラ ン ド,

ス コ ッ トラ ン ドか らの定 住者(16-17世 紀)が 導

入 した 。 イ ング ラ ン ド英 語 か ら多様 な こ とばの

バ ラエ テ ィが生 まれ,ベ ル フ ァス トで は イ ング

ラ ン ド北部,エ リザベ ス朝英 語が 反映 してい る。

アル ス ター北 部 で話 され るア ル ス ター ・ス コ ッ

ツは,ス コ ッ トラ ン ドか らの定 住 者 の話 し言 葉

を今 で も反映 して い る。 ア イル ラ ン ド共和 国で

は教養 あ る 人 々の話 し言葉 と して独 自の 英語 が

発達 したが,そ の発音 はRPと は異 なる。

英 国 の英 語 は この よ うに階級 ・地 方 に よ って

大 い に異 な り,標 準 語 は一般 の 人 々が使 用 す る

英語 で はない。

英語 圏 の英 語 と して,イ ギ リス英 語 は ア メ リ

カ英 語,オ ー ス トラ リアの英 語 並 び にニ ュ ー ジ

ラ ン ド英語 として発展 した。

英 国 の標 準 英 語 は特 定 の 階級 の 英 語 で あ る。

国 際補助 語 と しての標 準 英語 は,英 語 圏 の標 準

英語 に加 え てそ の他 世界 の 諸 国の学 校 で 教 え ら

れ,政 治 ・経 済分 野 にお いて も使 用 され,情 報

技術(IT,InformationTechnology)の 発達 とその

普 及 に よ り,コ ン ピュー ター言語 も ウエ ブス タ

ーの英 語 が主 流 で あ り
,な べ て一 般 の 人 々が使

用 して いる英 語 で あ る こ とか ら,ウ エ ブ ス ター

の標準 英 語 の定 義 に基 づ い てい る と考 え る こ と

は妥 当 であ ろ う。 英 国の標 準 語 はす で に少 数 の

使 用 者 であ り,変 化 しつ つ あ る。他 方,ウ エ ブ

ス タ ーの定 義 に基 づ く英 語 は,そ の使用 者 数 と

使 用 諸 国数 の増 加 は云 うまで もな く,使 用 目的

も拡 大 してい る。 英 国 にお け る標準 英語 の今 後

の変化 は興味 あ る課題 であろ う。
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